
重要なお知らせ

肉製品の持込みについて詳細はこちら

国際郵便・宅配便で送る場合も同じです。

動物検疫所の職員は、荷物の中の肉製品などの
畜産物の有無について検査を行います。

違法に持ち込まれた肉製品などの畜産物は、
原則廃棄されます。

悪質な輸入事例については、警察に通報しています。
違法な肉製品などの畜産物の持ち込み等により、
逮捕された人もいます。

農林水産省動物検疫所

家畜伝染病予防法改正により、
2020年7月1日から

違法に畜産物を持ち込んだ場合は、
3年以下の懲役又は最高300万円の罰金
が科せられます。
（法人の場合は、最高5,000万円）

動物検疫所からの







Beginning 22nd April 2019

Penalty for violation against the Act on 
Domestic Animal Infectious Diseases Control 
will be applied more stringently for introduction 
of meat products

On 1st July 2020, 
the amendment of the Act on Domestic Animal Infectious 
Disease Control comes into force, then the punishments 
change to,

In case of introducing livestock products 
without passing import inspection,  persons 
shall be punished with imprisonment for a 
term of up to 3 years or a fine of up to 3
million yen (up to 50 million yen for businesses).

Important Notification 
from Animal Quarantine 
Service

Details on introduction of meat 
products

It is subject to a penalty in case of confirmation of livestock 
products such as meat products without import declaration in 
passenger baggage.

Inspection may require certain time for officers to record the 
information of passport and boarding pass.

Regardless of whether it is abandoned 
voluntarily, AQS will cope rigorously with the 
illegal introduction of meat product. 

Animal Quarantine Service
Ministry of Agriculture, 
Forestry and Fisheries



重要なお知らせ

家畜伝染病予防法改正により、
2020年7月1日から

違法に畜産物を持ち込んだ場合は、
3年以下の懲役又は最高300万円の罰金
が科せられます。
（法人の場合は、最高5,000万円）

動物検疫所からの

肉製品の持込みについて詳細はこちら

手荷物の中に、輸入申告のない肉製品などの畜産物が
確認された場合、罰則の対象になります。

輸入検査の手続でパスポートや搭乗券の情報を記録するため、
検査に時間を要することがあります。

2019年4月22日から

海外からの肉製品の違法な持込みに対する
対応を厳格化しています。

任意放棄の有無にかかわらず、違法な持込みには
厳正に対処します。

農林水産省動物検疫所
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